
中学校第２学年理科学習指導案 

                   日時   平成２４年１０月１日（月）  

                   指導者 ２年担任 教諭 生田 誠 

１ 題材名 動物のなかま（大日本図書） 

 

２ 題材について 

（１）ねらいについて 

 小学校では、昆虫と植物、人の体のつくりと運動、人の体のつくりと働き

などの初歩的な学習をしている。これまでは、脊椎動物の体のいろいろな器

官のはたらきを中心に学習してきた。脊椎動物は種類によってからだの形や

生活の仕方が様々であるが、多くの共通する特徴を持っている。この生物が

持っている形態的、生理的な特徴を観察して共通点の多いものをまとめてい

くと生物をいくつかの集団に分けることができる。ここでは、背骨のあるな

しにより、脊椎動物と無脊椎動物に分類が可能であり、この脊椎動物がいろ

いろな観点からいくつかのグループに分類できることを見出させる。また、

無脊椎動物の観察や解剖を通して脊椎動物との共通点や相違点について考

察させ、無脊椎動物も特徴を元に分類することができることに気付かせる。

そして、自然界には様々な動物が生活しており、様々な形態的特徴、生理的

特徴があることに気付かせることにより、動物界を概観できる力を養うよう

にしたい。 

 

（２）生徒の実態 

※  省略 

 

 

 

 

 

 

 

（３）指導にあたって   

   ○ からだのつくりや子の生まれ方などの特徴から、脊椎動物の種類や

分類について理解させる。 

   ○ 無脊椎動物の特徴を見い出し、脊椎動物と無脊椎動物の共通点・相

違点について考察させる。 

   ○ 生物の多様性とその理解を深め、生命尊重の態度を育てる。 

   ○ 少人数指導とグループによる話し合いの両面から基礎基本の定着を

図る。 

   ○ ＩＣＴ機器を効果的に用いることにより学習意欲の喚起と学習効果

の高まりをねらう。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 題材の目標  

 （１）いろいろな脊椎動物に関心をもち、それらの動物の特徴を意欲的に調べ

ようとする。【関心・意欲・態度】 

 （２）脊椎動物の５つのグループのからだの表面の特徴を、それぞれの生活の

場所や生活のしかたと関連づけ、自らの考えを導いたりまとめたりして、

表現している。【科学的な思考・表現】 

 （３）動物の特徴を整理し、表などに整理してまとめることができる。【技能】 

 （４）いろいろな脊椎動物の特徴を認識し、知識を身につけている。【知識・

理解】 

 

４  単元の評価規準  

 

 

 

 

 

 

自然現象への 

関心・意欲・態度 
科学的な思考・表現 観察・実験の技能 

自然現象について 

の知識・理解 

脊椎動物の仲間、

無脊椎動物の仲間

に関する事物・現象

に進んで関わり、そ

れらを科学的に探

究しようとすると

ともに、生命を尊重

しようとする。 

脊椎動物の仲間、

無脊椎動物の仲間

に関する事物・現象

の中に問題を見出

し、目的意識を持っ

て観察、実験などを

行い、脊椎動物がい

くつかの仲間に分

類できることや無

脊椎動物の特徴な

どについて自らの

考えを導き、表現し

ている。 

脊椎動物の仲間、

無脊椎動物の仲間

に関する観察、実験

などの基本操作を

習得するとともに、

観察、実験の計画的

な実施、結果の記録

や整理、資料の活用

の仕方などを身に

付けている。 

体のつくりや子

の生まれ方の特徴

などに基づいて脊

椎動物が分類でき

ること、無脊椎動物

の特徴などについ

て基本的な概念、多

様性や規則性を理

解し、知識を身に付

けている。 

ＩＣＴ活用のポイント 

①教師の活用 

 ・実際に動物の観察が困難なものや、知識があいまいなものについて画像  

  を提示することにより、動物のからだのつくり等の特徴を確認させてい 

  く。使用画像はデジタル教科書やインターネット上の画像、個人で撮影 

  した画像である。 

②生徒の活用 

 ・動物の特徴を情報源として分類したワークシートを実物投影機を使って 

  拡大提示し、考えを発表させる。その際に、機器操作の補助を行う。 



５ 指導計画及び評価基準（７時間取扱い） 

 

６ 本時の展開 

（１）目標  セキツイ動物のからだのつくりやふえ方等の特徴を基にグループ

分けをすることができる。 

時 学習活動 指導上の留意事項 関 思 技 知 評価基準・評価方法 

１ 
 

身近な動
物を観察し
よう。 

身近な動物をイン
ターネットで調べ、
いろいろな動物の特
徴をつかませる。 

○    動物の体のつくり
や生活のようすに関
心をもち、いろいろな
動物について意欲的
に調べようとする。 
【観察法・ワークシー
ト】 

２ 

身近な動
物を観察し
よう。 

自然界には様々な
動物が生活して自然
が成り立っているこ
ともおさえる。 

 ○   動物を観察・調査を
する上での観点を決
めて比較したり、検討
したりできる。 

【ワークシート】 

３
（
本
時)

 

セキツイ
動物のなか
まを分類し
よう。 

調べたことや生活
経験、知識を元にし
て、動物を分類する
ときの基準を明らか
にして話し合い活動
が進むようにする。 

 ○   セキツイ動物の５
つのグループのから
だの表面の特徴を、そ
れぞれの生活の場所
や生活のしかたと関
連づけ、自らの考えを
導いたりまとめたり
して、表現している。 

【ワークシート】 

４ 

セキツイ
動物のなか
まを分類し
よう。 

子孫の残し方、呼
吸の仕方、体表面、
生活場所、体温の保
ち方などの特徴を元
にして 5つのグルー
プに分類できること
を理解させる。 

   ○ セキツイ動物の５
つのグループのから
だの表面の特徴が、そ
れぞれの生活の場所
やしかたと密接にか
かわっていることを
理解している。 
【ノート・テスト】 

５
６ 

無セキツ
イ動物のな
かまを調べ
よう。 

無脊椎動物の節足
動物、軟体動物の体
の特徴を解剖実習や
観察、デジタルコン
テンツなどを用いて
理解させる。 

  ○  ザリガニの観察や
イカの解剖などをと
おして、動物の体のつ
くりや行動のようす
を安全に調べること
ができる。 

【ワークシート】 

７ 

無セキツ
イ動物のな
かまを調べ
よう。 

無脊椎動物のう
ち、棘皮動物、海綿
動物、刺胞動物など
のなかまも存在して
いることを理解させ
る。 

   ○ 節足動物、軟体動
物、その他の無セキツ
イ動物の区別ができ
る。 
【ノート・テスト】 



 （２）展開 

過
程 学習活動、主な発問（T） 指導上の留意点・評価 備考 

ICT 活用 
導
入 
３ 
分 

１ 1 年時の復習をする。 
 

○１年時に学習した植物の分類を思
い出す。 

○分類には基準が必要であること
を押さえる。 

デ ジ タ ル
教科書 

展
開 
42 
分 

２ 本時の学習課題を知る。 
 
 
３ いくつかの動物の画像
を見て脊椎動物と無脊椎
動物の 2 つに分ける。 

(T)2つのグループに分ける
としたらどんな基準で
分けるか。 

 
４ 脊椎動物の子のふやし
方、卵が育つ場所、子の
食物の取り方、呼吸のし
方を表にまとめる。 

 
５ いろいろな動物をグル
ープ分けする。 

(T)今まとめた表を参考に
して、各動物の特徴をも
とに話し合いながらグ
ループ分けしよう。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
６ 発表する。 
 
７ 評価問題を考える。 

 
 
 
○複数の分ける視点が出てくるこ
とが予想されるが、背骨のあるな
しの観点で考えさせる。 

○知識があいまいな動物について、
レントゲン画像を提示して判断
させる。 

 
○あいまいなものについては画像
を提示して確認していく。 

 
 
 
能動型学習（ポイント） 
○事前調査カードを分類する。 
○指定した動物例以外でも各班で
様々な動物の例を出させて、それ
を話し合わせながら分類させる。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
Ａ基準セキツイ動物の５つのグル
ープのからだの特徴を、それぞれの
生活の場所や生活のしかたと関連
づけ、自らの考えを導いたりまとめ
たりして、表現し、未知の動物に関
しても仲間を指摘できる。 
〈Ｂ基準に達しない生徒への手立て〉 
机間指導の際に各種動物の特徴につい
てヒントを出す。 
○ワークシートを実物投影機でテ
レビに映して説明させる。 

○サメをどのように分類するかを
考えさせる。 

 
 
 
デ ジ タ ル
教科書 
 
 
 
 
 
ワ ー ク シ
ート 
画像 
デ ジ タ ル
コ ン テ ン
ツ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
実 物 投 影
機 
 
画像 

終
末  
５ 
分 

８ まとめる。 
 

徹底指導（ポイント） 
○生徒の言葉でまとめる。 
 
 
 
 

 

 

課題 動物のからだの特徴をもとに分類しよう。 

・背骨のあるなしという基準で２つのグループに分けることができる。 
・一つの特徴だけではなく、複数組み合わせることでセキツイ動物を
５つのグループに分類することができる。 

◆科学的な思考・表現（ワークシ
ート） 
Ｂ基準セキツイ動物の５つのグル
ープのからだの特徴を、それぞれ
の生活の場所や生活のしかたと関
連づけ、自らの考えを導いたりま
とめたりして、表現している。 

【言語活動】（設定の意図） 
グループで意見交換と

確認をさせていく中で動
物の分類法の定着を図る。 


